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第 14回サザン・セト大島少年
サッカー大会

　　３月27日～29日の３日間、第14回サザン・
セト大島少年サッカー大会が開催されました。
　町内のチームでは橘フットボールクラブが
９位で、チームとして初のベスト 10入りを果
たしました。（写真上）
　優勝は昨年に引き続き、宇部フットボール
クラブが連覇を飾りました。（写真左）
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平成 22年度
　　　　町長施政方針

平成 22 年３月町議会定例会における町長の施政
方針を要約してお知らせします。

周防大島町長　椎木　巧

　

私
が
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
て
か

ら
、
早
く
も
１
年
余
り
が
経
過
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
間
の
一
日
一
日
は
、
誠

に
充
実
し
た
日
々
で
あ
り
、
私
に
課
せ

ら
れ
ま
し
た
使
命
と
責
任
の
大
き
さ
を

痛
感
し
、
諸
課
題
に
取
り
組
ん
だ
一
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　

就
任
当
初
か
ら
、
百
年
に
一
度
と
言

わ
れ
る
世
界
的
な
厳
し
い
経
済
状
況
に

見
舞
わ
れ
、
さ
ら
に
は
昨
年
、
政
権
交

代
と
い
う
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
大
き
な
時
代
の
転
換
期
を
迎
え
ま
し

た
。

　

そ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
で
財
政

の
健
全
化
を
第
一
に
掲
げ
、
生
活
関
連

施
設
の
整
備
や
子
育
て
支
援
の
充
実
、

交
流
人
口
の
増
大
を
目
指
し
た
滞
在
型
・

体
験
型
観
光
に
取
り
組
み
、「
合
併
し
て

よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
町
づ
く
り
」

を
念
頭
に
、
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
に
向
け
ま
し
て
も
、「
安

心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」

の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
、
引
き
続
き

粉
骨
砕
身
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
新
年
度
に
向
け
て
の
、
私

の
所
信
の
一
端
を
述
べ
ご
理
解
を
賜
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

①
行
財
政
改
革
の
積
極
的
な
推
進

　

第
１
に
は
「
行
財
政
改
革
の
積
極
的

な
推
進
」
で
あ
り
ま
す
。

　

政
府
が
掲
げ
る
地
域
主
権
は
、
地
方

分
権
を
越
え
て
ま
さ
に
国
の
形
を
変
え

る
ほ
ど
の
一
大
改
革
で
あ
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
さ
ら
な
る
行
政
改
革
を
進
め
、

財
政
の
健
全
化
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
民
間
委
託
を
進
め
て
の
行
政

コ
ス
ト
の
削
減
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向

上
、
地
域
の
雇
用
の
拡
大
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
行
政
改
革
に
よ
り
生
み
出

さ
れ
た
財
源
と
、
経
済
対
策
臨
時
交
付

金
な
ど
を
活
用
し
、
生
活
関
連
施
設
の

整
備
や
子
育
て
支
援
等
を
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　
②
賑
わ
い
の
創
出

　

第
2
に
は
、「
賑
わ
い
の
創
出
」
で
あ

り
ま
す
。

　

私
は
交
流
人
口
１
０
０
万
人
を
目
標

に
掲
げ
て
、
種
々
の
政
策
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。
大
規
模
改
修
が
完
了
し
た

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
一
層
の
活
用
を
図
り
、

体
験
型
修
学
旅
行
の
促
進
や
、
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
の
誘
致
に
よ
る
、｢

賑
わ
い
の
創

出｣
を
、
大
い
に
促
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
来
秋

に
は
い
よ
い
よ
国
体
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

大
会
の
本
番
を
迎
え
、
本
年
６
月
に
は

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
、
高
校
総
体

中
国
地
区
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
予
選
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

③
安
全
安
心
の
一
層
の
強
化

　

第
3
は
、「
安
全
安
心
の
一
層
の
強
化
、

取
り
組
み
」
で
あ
り
ま
す
。 

　

自
治
防
災
組
織
や
関
係
機
関
と
の
連

携
と
自
助
、
共
助
、
公
助
の
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
の
徹
底
を
き
め
細
や
か
に
進
め

て
い
き
、
さ
ら
な
る
災
害
対
策
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

④
新
た
な
農
業
・
漁
業
へ
挑
戦

　

第
４
に
は
、
１
次
、
２
次
、
３
次
産

業
（
生
産
、
加
工
、
流
通
、
販
売
）
の

連
携
な
ど
「
新
た
な
農
業
・
漁
業
へ
挑
戦
」

で
あ
り
ま
す
。

　

農
業
、
漁
業
と
町
の
固
有
の
財
産

で
あ
る
豊
か
な
自
然
や
文
化
な
ど
と

の
連
携
を
密
に
し
、
滞
在
型
、
体
験
型

観
光
を
進
め
、
観
光
交
流
人
口
年
間

１
０
０
万
人
を
目
指
し
、
こ
れ
ら
を
起

爆
剤
に
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

昨
年
度
3
校
の
体
験
交
流
学
習
を
受

け
入
れ
ま
し
た
が
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は

大
島
で
の
体
験
に
大
変
感
動
し
て
お
り
、

学
校
か
ら
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。



3 広報すおう大島 平成 22 年 ( 2010 年 )4 月号

⑤
自
然
と
環
境
に
優
し
い
町

　

第
５
に
は
「
自
然
と
環
境
に
優
し
い

町
」
を
目
指
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

下
水
道
等
の
普
及
、
太
陽
光
発
電
な

ど
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を

図
る
と
共
に
、「
周
防
大
島
町
学
校
施
設

耐
震
化
推
進
計
画
」
に
沿
っ
て
、
学
校

の
耐
震
化
を
引
き
続
き
促
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

⑥
公
聴
制
度
の
確
立

　

第
６
に
は
、
公
聴
制
度
の
確
立
で
あ

り
ま
す
。
町
民
の
町
政
へ
の
参
画
を
促

進
し
、
公
正
で
開
か
れ
た
町
政
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
公
聴
制
度
の
確
立
が
、

今
後
の
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

５
つ
の
柱
を
目
標
と
掲
げ
、
町
政
運

営
を
積
極
果
敢
に
運
営
し
て
い
き
ま

す
。

　

地
方
を
取
り
巻
く
厳
し
い
情
勢
の
も

と
、
今
後
の
国
の
景
気
雇
用
対
策
や
、

県
の
予
算
編
成
の
動
向
も
注
視
し
な
が

ら
、
経
済
性
、
効
率
性
を
徹
底
的
に
追

及
し
、
町
民
生
活
に
密
着
し
た
施
策
実

行
へ
の
財
源
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

私
は
、
次
の
５
つ
の
柱
を
「
安
心
し
て

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
の
目
標

と
し
て
掲
げ
、
こ
れ
か
ら
の
町
政
を
積

極
果
敢
に
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
耐
震
化
事
業
や
ち
び
っ
こ
医
療

費
助
成
事
業
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
「
安

心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
町
づ

く
り
」

　

体
験
交
流
型
観
光
推
進
事
業
や
緊
急

雇
用
創
出
事
業
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
の
「
働
く
意
欲
の
涌
き
出
る
町

づ
く
り
」

　

下
水
道
整
備
、
農
業
集
落
排
水
事
業

や
太
陽
光
発
電
設
置
補
助
な
ど
の
「
自

然
と
環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
」

　

大
島
病
院
新
築
移
転
事
業
や
福
祉
医

療
費
一
部
負
担
助
成
事
業
、
防
災
施
設

等
の
充
実
な
ど
の
「
晩
年
を
豊
か
で
安

心
し
て
過
ご
せ
る
町
づ
く
り
」、　　
　

　

地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
、
ふ
る

さ
と
応
援
事
業
や
公
聴
制
度
の
確
立
な

ど
「
次
世
代
に
素
敵
な
未
来
を
約
束
す

る
町
づ
く
り
」

　

こ
れ
ら
諸
政
策
の
実
現
に
向
け
ま
し

て
、
私
の
持
て
る
力
を
十
分
に
発
揮
し
、

ま
じ
め
に
、
誠
実
に
、
地
道
に
、
謙
虚
に
、

そ
し
て
確
実
に
推
進
し
て
ま
い
る
決
意

で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
町

民
の
皆
様
方
の
、
さ
ら
な
る
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　○防災に関する事業
　　　・浮島漁港整備（江ノ浦陸こう設置） 　　　　　　　　　  ２, １００万円
　　　　　地域住民の安全を図るため、陸こうを３か所設置しました。
　　○教育、スポーツ及び文化の振興に関する事業
　　　・教育用パソコン整備（町内全中学校）     １, １８５万７千円
　　　　　パソコン１３９台を整備しました。　
　　　・久賀中学校グランド整備（照明灯等設置） 　　　　　　２, ７００万円
　　○福祉の増進及び医療の確保に関する事業
　　　・福祉医療制度自己負担分助成（基金造成） 　　　　６, ２８３万５千円
　　　　　重度心身障害者、ひとり親家庭および乳幼児医療費の自己負担を無料化しています。
　　○環境の保全に関する事業
　　　・海岸清掃トラクタ車整備（ビーチクリーナー）　　　　    　９００万円

久賀中学校照明灯等設置 ▼

ビーチクリーナー

▼

再 編 交 付 金 で 事 業 を 実 施 し ま し た
　平成１９年度から、「再編特別措置法」により、関係市町村に対し、公共施設の整備、住民生活の利便性向上
や産業の振興に寄与する事業を対象に、国から再編交付金が交付されています。周防大島町には、平成２１年度
に１億３１６９万２千円が交付され、次の事業を実施しました。

江ノ浦陸こう設置 ▼
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平成 22年度当初予算
　平成 22 年度は、景気は持ち直すものの自律性に乏しく、デフレの影響など、依然として厳しい状況が続くもの
とされています。
　このような経済情勢のもと、地方税収や地方交付税の原資となる国税収入が引き続き落ち込む一方、社会保障関
係経費の自然増や公債費が高い水準で推移することなどにより、地方財政の財源不足は過去最大の規模に拡大する
と見込まれました。
　一方、国においては新しい政権のもと、「コンクリートから人へ」を基本理念に、「いのちを守る予算」が編成さ
れ、地方交付税については増額確保されたところです。
　こうした状況を踏まえ、平成 22 年度当初予算の編成に当たっては、政権交代に伴う制度改正や事業仕分け、地
域主権の確立へ向けた取り組み等の状況を的確に把握しつつ、「賑わいの創出」「安全安心の一層の強化、取り組み」
「行財政改革の積極的な推進」を目標に掲げ、かつ、平成 21 年度国の補正予算に対応し有効な財源確保に意を尽
くし、平成 21 年度補正予算と一体となった予算編成を行うことにより、「幸せに暮らせる町づくり」の実現に向け、
着実な予算を編成しました。
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◆一般会計・特別会計当初予算
会　計　名 予　算　額

一 般 会 計 134 億円

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 33億 6,362 万 2千円

後期高齢者医療
事 業 特 別 会 計 4億 2,878 万 1千円

老 人 保 健 事

業 特 別 会 計
604 万 3千円

介 護 保 険 事
業 特 別 会 計 30億 7,466 万 6千円

簡 易 水 道 事
業 特 別 会 計 9億 3,780 万 4千円

下 水 道 事 業

特 別 会 計
5億 1,218 万円

農 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計 2億 9,874 万 3千円

漁 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計 3,471 万円

渡船事業特別会計 7,994 万 8千円

合　　計 221 億 3,649 万 7千円

公 営 企 業 会 計
（病　　院）

予　算　額

収 益 的 収 入 45億 2,328 万 1千円

収 益 的 支 出 48億 7万 3千円

資 本 的 収 入 33億 850 万円

資 本 的 支 出 36億 8,319 万 8千円

◆別表１　基金の状況　　　　　　　　　　　　　

区　　　　　分 平成 20年度末
現在高

平成 21年度末
現在高
（見込み）

平成 22年度末
現在高
（見込み）

一
般
会
計

財政調整基金 14億 7,159 万 2千円 16 億 3,511 万 5千円 16 億 3,553 万 2千円

減債基金 1億 5,567 万 9千円 1億 5,373 万 4千円 1億 5,247 万 6千円

福祉振興基金 2億 7,981 万 9千円 2億 8,020 万 8千円 2億 8,028 万 8千円

中山間ふるさと・水と
土保全対策基金 3,113 万 1千円 3,113 万 1 千円 3,113 万 1千円

ふるさと創生基金 2億 4,755 万 3千円 3億 689 万 3千円 3億 702 万２千円

県収入証紙購入基金 300 万円 300 万円 300 万円 

奨学資金貸付基金 4,254 万円 4,270 万 3千円 4,280 万 9千円

土地開発基金 1億 2,050 万 4千円 1億 2,053 万 1千円 1億 2,053 万 7千円

ちびっ子医療費助成事
業基金 7,397 万 7千円 5,539 万 6千円 4,065 万 6千円

観光振興事業助成基金 6,269 万 5千円 5,220 万 7千円 4,175 万 5千円

福祉医療費一部負担金
助成事業基金 0 5,385 万 3千円 3,928 万 7千円

ふるさと応援基金 0 0 388 万円

特
別
会
計

国民健康保険基金 1億 3,177 万 8千円 1億 3,196 万 2千円 200 万円

介護給付費準備基金 7,899 万 9千円 7,054 万 8千円 4,191 万 6千円

介護従事者処遇改善臨
時特例基金 1,816 万 8千円 1,148 万 9千円 543 万円

総　合　計 27億 1,743 万 5千円 29 億 4,877 万円 27 億 4,771 万 9千円

主な事業

◆地方債の状況　　　　　　　　　　　　　　　

区分 平成 20年度末
現在高

平成 21年度末
現在高
（見込み）

平成 22年度末
現在高
（見込み）

　一般会計 236 億 2,338 万円 235 億 1,518 万 3千円 229 億 4,709 万 8千円

　特別会計 149 億 8,440 万 3千円 151 億 158 万円 163 億 6,283 万 4千円

簡易水道事業 39億 4,860 万 5千円 36 億 8,299 万 9千円 33 億 9,397 万 2千円

下水道事業 20億 2,908 万 1千円 20 億 9,314 万 4千円 21 億 4,017 万 8千円

農業集落排水事業 22億 1,674 万 4千円 22 億 1,862 万円 21 億 7,271 万 5千円

漁業集落排水事業 1億 7,048 万 9千円 1億 8,561 万 7千円 1億 7,758 万 4千円

渡船事業 320 万 1千円 88 万 1千円 76 万円

公営企業 66億 1,628 万 3千円 69 億 2,031 万 9千円 84 億 7,762 万 5千円

合　　計 386 億 778 万 3千円 386 億 1,676 万 3千円 393 億 993 万 2千円

自然と環境にやさしい町
　＊住宅用太陽光発電システム設置
　　費補助
　＊合併浄化槽設置事業
　＊下水道整備事業

働く意欲の湧き出る町
　＊鳥獣被害防止施設等整備事業
　＊緊急雇用創出事業
　＊体験交流型観光推進事業

安心して子供を生み
育てるられる町

　＊小中学校校舎等耐震化事業
　＊教育用パソコン整備事業
　＊子育て支援イベント開催事業
　＊特定不妊治療費助成事業
　＊子ども手当事業

晩年を豊かで
安心して過ごせる町

　＊避難所用投光機整備事業
　＊防火水槽設置事業
　＊福祉医療費一部負担金助成事業
　＊大島病院新築移転事業

次世代に素敵な未来を
約束する町

　＊ふるさと応援事業
　＊総合計画後期基本計画策定
　＊地上デジタルテレビ放送視聴支援事業
　＊山口国体リハーサル大会開催、国体経費
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町
職
員
の
異
動　
平
成
22
年
４
月
１
日
付　
（　
　

）
内
は
旧
所
属

【
部
長
級
】  

 

▼
議
会
事
務
局
長　

木
元
眞
琴

（
議
事
課
長
）
▼
産
業
建
設
部
長

　

嶋
元
則
昭
（
大
島
総
合
支
所
長
）

▼
大
島
総
合
支
所
長　

川
元
文
雄

（
教
育
委
員
会
総
務
課
長
）
▼
東
和

総
合
支
所
長　

菊
本
雅
喜 

（
社
会

教
育
課
長
）
▼
橘
総
合
支
所
長 

八
幡
清
治
（
福
祉
課
長
）

【
課
長
級
】  

 

▼
議
事
課
長
兼
議
事
班
長　

中
尾

豊
樹
（
農
林
課
農
林
振
興
班
長
）

▼
税
務
課
長　

吉
岡
信
二
（
監
査

事
務
局
監
査
班
長
）
▼
福
祉
課
長

　

西
村
利
雄
（
商
工
観
光
課
長
）

▼
蒲
野
保
育
所
長　

山
中
亮
吾

（
大
島
教
育
支
所
長
）
▼
日
良
居
保

育
所
長　

竹
本
光
博
（
日
良
居
出

張
所
長
）
▼
商
工
観
光
課
長　

吉 

村
昭
夫
（
学
校
教
育
課
学
校
教
育

班
長
）
▼
教
育
委
員
会
総
務
課
長

　

島
原
資
郎
（
総
務
課
戸
籍
住
基

班
長
）
▼
社
会
教
育
課
長
兼
国
体

推
進
室
長　

岬
崎
光
志
（
社
会
教

育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
長
）
▼
大

島
教
育
支
所
長　

秋
元
政
信
（
生

活
衛
生
課
生
活
衛
生
班
長
）

【
班
長
級
】  

 

▼
監
査
事
務
局
監
査
班
長　

中
村

和
江
（
税
務
課
）
▼
会
計
課
出
納

班
長　

近
藤
富
美
子
（
大
島
総
合

支
所
）
▼
政
策
企
画
課
地
域
振
興

班
長　

松
本
康
男 （
水
産
課
漁
港

班
長
）
▼
総
務
課
戸
籍
住
基
班
長

　

浜
元
孝
生
（
総
務
課
）
▼
財
政

課
財
政
班
長　

中
村
満
男
（
政
策

企
画
課
地
域
振
興
班
長
）
▼
税
務

課
課
税
第
１
班
長　

木
村
秀
俊

（
税
務
課
課
税
第
２
班
長
）
▼
税
務

課
課
税
第
２
班
長　

石
崎
宇
授
彦

（
東
和
総
合
支
所
）
▼
福
祉
課
民
生

福
祉
班
長　

川
口
満
彦
（
介
護
保

険
課
介
護
保
険
班
長
）
▼
介
護
保

険
課
介
護
保
険
班
長　

升
谷
高
広

（
介
護
保
険
課
）
▼
農
林
課
農
林
振

興
班
長　

佐
本
洋
二
（
会
計
課
出

納
班
長
）
▼
水
産
課
漁
港
班
長

後
藤
康
宏
（
健
康
増
進
課
）
▼
生

活
衛
生
課
生
活
衛
生
班
長　

原
田

正
則
（
会
計
課
）
▼
久
賀
総
合
支

所
総
合
窓
口
班
長　

大
川
博
敏

（
久
賀
総
合
支
所
地
域
支
援
班
長
）

▼
久
賀
総
合
支
所
地
域
支
援
班
長

　

西
村
博
明
（
久
賀
総
合
支
所
総

合
窓
口
班
長
）
▼
大
島
総
合
支
所

総
合
窓
口
班
長　

藤
本
万
亀
子

（
大
島
総
合
支
所
）
▼
蒲
野
出
張
所

長　

沖
本
繁
子
（
財
政
課
財
政
班

長
）
▼
東
和
総
合
支
所
地
域
支
援

班
長　

中
田
兼
歳 （
水
産
課
）
▼

橘
総
合
支
所
総
合
窓
口
班
長　

国

光
博
史
（
税
務
課
課
税
第
１
班
長
）

▼
日
良
居
出
張
所
長　

石
原
栄
文 

（
橘
総
合
支
所
総
合
窓
口
班
長
）
▼

学
校
教
育
課
学
校
教
育
班
長　

山

中
和
美
（
社
会
教
育
課
）
▼
社
会

教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
長　

池

田
藤
雄
（
東
和
総
合
支
所
）
▼
社

会
教
育
課
国
体
推
進
室
班
長　

迎

智
可
志
（
東
和
総
合
支
所
地
域
支

援
班
長
）

【
一
般
職
】  

 
 

○
総
務
部

▼
総
務
課　

広
田
昌
美
（
県
市
町

課
）　

長
久
龍
夫
（
大
島
総
合
支

所
）　

生
田
好
晃
（
財
政
課
）
▼
財

政
課　

江
本
達
志
（
建
設
課
）
▼

税
務
課　

山
根
一
夫
（
健
康
増
進

課
）　

三
之
本
芳
恵
（
橘
教
育
支

所
）　

木
村
敏
子
（
福
祉
課
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
橘
）　

村
田
朋
行

（
財
政
課
）

○
健
康
福
祉
部

▼
健
康
増
進
課　

山
崎
実
（
上
下

水
道
課
）　

山
中
輝
彦
（
商
工
観
光

課
）　

平
井
聖
子
（
橘
総
合
支
所
）

▼
福
祉
課　

神
戸
和
雅
（
県
柳
井

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
▼
福
祉
課

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
橘　

大
久

保
晴
美
（
生
活
衛
生
課
）
▼
介
護

保
険
課　

広
津
ア
サ
美
（
農
林
課
）

　

安
村
幸
児 

（
政
策
企
画
課
）　

冨

永
千
代
子
（
公
営
企
業
局
）　

門
脇

美
都
紀
（
新
採
用
）　

倉
田
祐
佳

（
新
採
用
）
▼
蒲
野
保
育
所　

三 

浦
裕
子
（
日
良
居
保
育
所
）

○
産
業
建
設
部

▼
商
工
観
光
課　

大
下
崇
生
（
税

務
課
）
▼
農
林
課　

浅
海
公
生
（
総

務
課
）　

前
崎
好
恵
（
久
賀
総
合
支

所
）
▼
水
産
課　

西
田
弘 

（
上
下

水
道
課
）　

郷
野
孝
博
（
農
林
課
）

▼
建
設
課　

江
口
光
幸
（
大
島
総

合
支
所
）

○
環
境
生
活
部

▼
生
活
衛
生
課　

仲
慶
史
（
新
採

用
）
▼
上
下
水
道
課　

高
田
浩
（
社

会
教
育
課
）　

櫛
部
元
則
（
介
護
保

険
課
）　

天
河
敏
夫
（
福
祉
課
）

○
総
合
支
所

▼
久
賀
総
合
支
所　

新
山
満
寿
美

（
上
下
水
道
課
）
▼
大
島
総
合
支
所

　

穐
山
弥
生
（
税
務
課
）　

西
本

佳
郎
（
介
護
保
険
課
）　

高
木
達

哉
（
税
務
課
）　

中
川
好
洋
（
大
島

教
育
支
所
）
▼
東
和
総
合
支
所　

西
山
洋
一
（
税
務
課
）　

小
礒
直
紀

（
水
産
課
）
▼
橘
総
合
支
所　

村
田

孝
二
（
総
務
課
）

○
教
育
委
員
会

▼
社
会
教
育
課　

中
村
作
（
介
護

保
険
課
）　

木
嶋
勇
人
（
総
務
課
）

　

東
佳
樹
（
新
採
用
）
▼
大
島
教

育
支
所　

平
田
剛 （
福
祉
課
）

○
県
実
務
研
修  

 

▼
県
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

橋
本
実
（
農
林
課
）

▼
県
地
域
振
興
部
中
山
間
地
域
づ

　

く
り
推
進
室

　

林
泰
彦
（
水
産
課
）

○
休
職

▼
職
員
労
働
組
合
在
籍
専
従

　

大
久
保
弘
史
（
建
設
課
）

【
退
職
】

　
　
　
（
平
成
22
年
３
月
31
日
付
）

▼
坂
本
薫
（
議
会
事
務
局
長
）

▼
平
田
好
男
（
産
業
建
設
部
長
）

▼
松
岡
千
春
（
東
和
総
合
支
所
長
）

▼
椎
木
千
明
（
橘
総
合
支
所
長
）

▼
頓
戸
秀
子
（
蒲
野
保
育
所
長
）

▼
金
崎
哲
男
（
日
良
居
保
育
所
長
）

▼
藤
本
珠
美
（
福
祉
課
民
生
福
祉

　

班
長
）

▼
松
岡
正
子
（
大
島
総
合
支
所
総

　

合
窓
口
班
長
）

▼
倉
田
典
子
（
蒲
野
出
張
所
長
）

▼
杣
野
孝
子
（
介
護
保
険
課
）
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公
営
企
業
局
の
異
動　
（
平
成
22
年
４
月
１
日
付
）

【
異
動
】（　

）
内
は
旧
所
属

○
東
和
病
院

　

名
誉
院
長　

田
中
攸
一
良

　
（
病
院
長
）

○
大
島
病
院

　

副
院
長　

古
井　

俊
文

　
（
内
科
部
長
）

○
や
す
ら
ぎ
苑

　

看
護
長　

真
田　

直
視

　
（
さ
ざ
な
み
苑
）

○
さ
ざ
な
み
苑

　

看
護
長　

山
崎　

愛
子

　
（
東
和
病
院
）

【
採
用
】

○
東
和
病
院

　

病
院
長　

篠
原　

健
次

　

医
師　
　

神
原
な
お
こ

　

理
学
療
法
士　

浦
中　

麻
衣

　

放
射
線
技
師　

福
井　

智
洋

　

看
護
師　

藤
田　

千
鶴

　

看
護
師　

吉
兼　

毅

　

看
護
師　

河
田
早
智
子

○
橘
病
院

　

看
護
師　

大
野　

富
男

　

看
護
師　

藤
原　

恵
美

○
大
島
病
院

　

理
学
療
法
士　

松
井　

顕

　

看
護
師　

古
川
美
枝
子

　

看
護
師　

河
村　

宙

○
大
島
病
院
附
属
健
康
管
理
室

　

保
健
師　

山
本　

浩
世

○
さ
ざ
な
み
苑

　

介
護
福
祉
士　

山
本　

哲
雄

○
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
た
ち
ば
な

　

ケ
ア
マ
ネ　

下
野　

忍

○
大
島
看
護
専
門
学
校

　

教
員 

村
上　

登
紀

○
公
営
企
業
局　

総
務
部

　

事
務　

尾
高　

竜
次

【
退
職
】

　
　
　
（
平
成
22
年
３
月
31
日
付
）

○
東
和
病
院

　

看
護
師　

松
尾
久
美
子

　

理
学
療
法
士 

淵
上　

俊
介

　

看
護
師　

久
好　

初
恵

　

准
看
護
師　

泉
本　

映
子

○
橘
病
院

　

看
護
師　

中
村　

俊
文

○
大
島
病
院

　

看
護
助
手　

土
井　

恭
子

　

事
務 

中
村
ク
ミ
子

○
や
す
ら
ぎ
苑

　

看
護
長　

見
口　

政
枝

○
さ
ざ
な
み
苑

　

看
護
師　

西
岡　

悦
子　

○
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
た
ち
ば
な

　

看
護
師　

松
田　

友
子

○
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

准
看
護
師　

冨
永
千
代
子

　

お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
周
防
大
島
町
実
行
委
員

会
で
は
、
周
防
大
島
町
で
開
催
さ
れ
る
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

競
技
会
の
大
会
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
く
「
大
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
要
件

　

高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要

で
す
。）
で
、周
防
大
島
町
に
在
住
、在
勤
、在
学
の
方
。

■
活
動
日
程
（
会
期
）　

　

平
成
23
年
10
月
７
日
㈮
・
８
日
㈯
・
９
日
㈰

　
《
練
習
会
場
開
設
：
10
月
５
日
㈬
・
６
日
㈭
》

※
活
動
日
は
登
録
後
に
調
整
し
ま
す
。

■
会
場

　

周
防
大
島
町
陸
上
競
技
場

　
《
練
習
会
場
：
東
和
グ
ラ
ウ
ン
ド
》

■
募
集
期
間

　

大
会
に
必
要
な
人
員
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切
り

と
し
ま
す
。

■
報
酬
等

　

報
酬
は
無
償
と
し
、
交
通
費
は
自
己
負
担
と
し
ま

す
。
服
飾
及
び
昼
食
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て

支
給
し
ま
す
。

■
保
険

　

主
催
者
負
担
で
「
傷
害
保
険
」
お
よ
び
「
賠
償
責

任
保
険
」
に
加
入
し
ま
す
。

■
応
募
・
申
し
込
み

　

周
防
大
島
町
の
各
総
合
支
所
・
各
教
育
支
所
お
よ

び
総
合
体
育
館
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
「
大
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
申
込
書
」
に
ご
記
入
の
上
、
お
い
で
ま
せ
！

山
口
国
体
周
防
大
島
町
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で
、

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
グ
ル
ー
プ
登
録

　

２
名
以
上
で
一
緒
に
活
動
さ
れ
る
場
合
は
、
グ
ル
ー

プ
登
録
と
な
り
、
代
表
者
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体

　

周
防
大
島
町
実
行
委
員
会
事
務
局

　

〒
７
４
２
‐
２
５
１
２

　

周
防
大
島
町
大
字
平
野
２
６
９
‐
４
４　

　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　

      　

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
５
０
５
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
２
０
（
７
８
）
５
０
６
７

国
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す　

　
　
　
　

い
っ
し
ょ
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

業　

務

内　

容

受
付
案
内
業
務

受
付
案
内
所
で
の
受
付
・
会
場
・

観
光
の
案
内
な
ど

お
も
て
な
し
業
務
休
憩
所
な
ど
で
の
湯
茶
等
の
サ
ー

ビ
ス
な
ど

　

会
場
管
理
・

　
　
　

美
化
業
務

会
場
の
見
回
り
・
観
覧
者
の
誘
導
・

清
掃
美
化
な
ど

式
典
業
務

賞
状
の
筆
耕
な
ど

交
通
業
務

会
場
及
び
周
辺
の
交
通
整
理
・
駐

車
場
で
の
整
理
な
ど

記
録
業
務

競
技
風
景
の
写
真
・
ビ
デ
オ
撮
影

（
映
像
機
器
を
お
持
ち
の
方
）
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乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

　

周
防
大
島
町
で
は
、
乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
検
診
を
５
月
か
ら
６
月

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
乳
が
ん
に
よ
る
死
亡
は

増
加
し
、
若
い
世
代
に
子
宮
頸
が

ん
が
急
増
し
て
お
り
、
検
診
に
よ

る
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
町
内

に
は
、
婦
人
科
の
あ
る
医
療
機
関

が
な
く
、
乳
が
ん
の
発
見
に
有
効

な
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
が
行

え
る
医
療
機
関
も
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
国
の
指
針
で
は
、
乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
検
診
と
も
に
、
２
年
に

１
度
の
受
診
間
隔
で
よ
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
毎
年
の
検
診
を
希

望
さ
れ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
度
乳
が
ん
・
子

宮
が
ん
検
診
を
受
診
し
、
今
年
度

も
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
（
乳
が

ん
検
診
は
40
歳
以
上
の
女
性
、
子

宮
が
ん
検
診
は
20
歳
以
上
の
女

性
）
に
つ
い
て
も
希
望
を
お
受
け

し
ま
す
の
で
、
４
月
30
日
㈮
ま
で

に
健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
本
来
対
象
と
な
る
方
を
優
先
し

ま
す
の
で
、
検
診
日
、
場
所
は
希

望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

○
平
成
22
年
度
か
ら
乳
が
ん
検
診

の
自
己
負
担
金
が
減
額
さ
れ
ま

す
。

　

乳
が
ん
検
診
は
視
触
診
と
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
（
乳
房
Ｘ
線
撮

影
）
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

　

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
４

ポリオワクチン投与春季日程
対象地区 実施日 対象者生年月日 会場

橘 ５月 12日㈬ 平成 14年 11月 14日
～平成 22年２月 11日 東和総合

センター東和 ５月 19日㈬ 平成 14年 11月 21日
～平成 22年２月 18日

久賀 ５月 26日㈬ 平成 14年 11月 28日
～平成 22年２月 25日 しまとぴあスカイ

センター大島 ６月 4日㈮ 平成 14年 12月 6日
～平成 22年３月 3日

健
診

　

予
防
接
種
は
、
病
気
の
予
防

に
有
効
で
あ
る
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
、
抵
抗
力
（
免
疫
）
を
高
め
る

方
法
で
す
。
ま
た
、
感
染
症
に
か

か
っ
た
と
し
て
も
重
症
化
し
に
く

く
な
り
、
周
囲
へ
の
感
染
症
の
流

行
を
抑
え
ま
す
。

　

予
防
接
種
を
受
け
る
際
に
は
、

４
月
上
旬
に
個
別
送
付
し
て
い
る

説
明
書
お
よ
び
冊
子
「
予
防
接
種

と
子
ど
も
の
健
康
」
を
よ
く
読
み

体
調
が
よ
い
時
に
、
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
麻
し
ん
風
し
ん

　

混
合
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　

麻
し
ん
は
、
毎
年
春
か
ら
初
夏

に
か
け
て
流
行
が
見
ら
れ
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
接
種
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

予
防
接
種

※
都
合
の
悪
い
方
は
、
他
の
会
場

で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

他
の
会
場
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
準
備
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
６
月
11
日
㈮
に
は
し
ま
と

ぴ
あ
ス
カ
イ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
右
表
実
施
日
に
接
種
で
き
な

か
っ
た
お
子
さ
ん
の
、
予
備
日
を

設
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

健
康
づ
く
り
班　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
４

麻しん風しん混合ワクチン
種類 対象者 接種期間

第１期 １歳～２歳未満 １歳～
２歳未満

第２期 就学前１年間の
お子さん 平成 22年

４月１日
～

平成 23年
３月 31日

第３期 中学１年生
相当の年齢　

第４期 高校３年生
相当の年齢　

二種混合（ジフテリア・破傷
風）ワクチン

種類 対象者および
接種期間

２期
11歳～ 13歳未満
（小学校６年生に
案内しています。）

○
春
季
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

■
受
付
時
間

　

午
後
１
時
〜
１
時
30
分

■
対
象
者

　

生
後
３
か
月
〜
90
か
月
（
７
歳

６
か
月
）
未
満
で
２
回
接
種
が
終

了
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん

○
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

　

傷
風
）
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

乳がん検診自己負担額
年齢 平成２２年度

６９歳以下 １, ５００円

７０歳以上 １, ０００円

ポ
リ
オ
接
種
後
の
二
次
感
染 

　

を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

接
種
後
15
〜
37
日
ま
で
は
、

ウ
イ
ル
ス
が
便
に
排
せ
つ
さ
れ

る
た
め
、
便
を
介
し
予
防
接
種

を
受
け
て
い
な
い
人
な
ど
に
感

染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

接
種
後
の
子
ど
も
の
お
む
つ
替

え
を
行
う
際
は
、
便
の
取
り
扱

い
に
注
意
し
、
石
鹸
等
で
念
入

り
に
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

乳
幼
児
期
に
接
種
し
た
三
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
で
得
ら
れ
た
免
疫
が
低

下
し
て
く
る
た
め
、
追
加
接
種
を

し
て
抵
抗
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

※
第
１
期
に
つ
い
て
は
、
説
明
書

等
を
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
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　緊急雇用創出事業とは、離職を余儀なくされた非正規労働者等に対して、次の雇用までの短期の雇用就業等
の機会を創出・提供する等の事業を実施し、これらの方の生活の安定を図る事業です。
　商工観光課・水産課・建設課ではこの事業により下表のとおり、作業員を募集します。詳細な内容やお問合
せにつきましては、各担当課へご連絡ください。

【注意事項】
○失業者で、解雇通知書、雇用保険受給資格者証、廃業届などがある場合は提出。
　（解雇通知書、雇用保険受給資格者証、廃業届などが無い場合は、履歴書のみ提出。）
○性別・年齢は、不問。（未成年の場合は、保護者の同意が必要。）
○期間満了後の更新なし。
○作業に関する草刈機等の道具・移動等の燃料や経費等は、全て作業員負担。
○問い合せ及び受付時間は、いずれも月～金曜日（祝日を除く）の午前８時３０分～午後５時１５分まで
○履歴書を送付の場合は、
　〒 742-2301　周防大島町大字久賀 5134　　周防大島町　産業建設部　○○課
　緊急雇用創出事業担当者　宛てに送付　（※○○の欄には、応募する各担当課名を記入のこと。）

担当課 商工観光課
☎０８２０（７９）１００３

水産課
☎０８２０（７９）１００４

建設課
☎０８２０（７９）１００５

作業期間 ５月～１０月
( 各月 15日程度 )

５月・８月・１０月
( 各月 10日程度 )

５月～１０月
( 各月７日程度 )

作業内容 草刈作業、集草作業、清掃作業その他美化推進に係る作業

作業場所 　・歌碑公園
　・自光寺川公園　他

　・町内の漁港
　・海岸公園

　・町道
　・オレンジロード

賃金 時給　１，６５０円

作業時間 午前８時３０分～午後５時３０分 ( 作業時間８時間 )（昼休憩１時間）

募集人員 ４名 ５名程度 １２名程度

応募資格 周防大島町に住所を有する方で、雇止めや離職などにより失業状態にある方

応募手続 市販の履歴書に明記の上、郵送若しくは、各課へ直接提出

受付期間 ４月２６日㈪　午後３時まで

面接日 ４月２８日㈬　詳細な時間は、個々へ連絡します

緊急雇用創出事業に伴う作業員を募集します

◆
瑞
宝
双
光
章

　

植
田　

虎
彦
さ
ん
（
和
佐
）

　
（
元
公
立
学
校
長
）

受
章

◆
消
防
庁
長
官
表
彰
功
労
賞

　

伊
勢　

良
久
さ
ん
（
西
三
蒲
）

　
（
町
消
防
団
長
）
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こんなとき
手続きに必要なもの

国民健康保険加入者 後期高齢者医療制度加入者

他の市区町村から転入したとき 転出証明書 転出証明書・負担区分証明書（前住所
地で申請し、交付を受けた場合）

転出・転居・世帯変更するとき
世帯主や氏名が変わったとき 保険証 保険証

修学のため別に住所を定めるとき 保険証・在学証明書

社会保険を脱退したとき 社会保険を脱退した証明書

社会保険に加入したとき 国保・社保両方の保険証

子どもが生まれたとき 保険証・母子健康手帳

加入者が死亡したとき 保険証・死亡を証明するもの 保険証・死亡を証明するもの

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書 保護廃止決定通知書

生活保護を受けるようになったとき 保険証・保護決定通知書 保険証・保護決定通知書

退職者医療制度の対象となったとき 保険証・年金証書

交通事故など第三者から傷害を受け
保険証を使用したとき 保険証・交通事故の場合事故証明 保険証・交通事故の場合事故証明

保険証を紛失したとき 自分の身分を証明するもの 自分の身分を証明するもの

一定の障害がある 65歳以上 75 歳未
満の方で、医療保険の変更手続きを
するとき

年金証書、身体障害者手帳・医師
の診断書等障害の程度を確認でき
る書類・保険証

保険証

国民健康保険と後期高齢者医療制度のどちらに加入するか選択できます。

※必ず該当する方の印鑑を持参してください。代理申請の場合は、代理の方の身分を証明するものも持参してくだ
　さい。各種届出は最寄りの総合支所および出張所で手続きできます。
◆問い合わせ　健康増進課　医療保険班☎０８２０（７７）５５０２

国民健康保険と後期高齢者医療制度に加入の皆様へ　～こんなときは、役場に届出が必要です～

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

が
は
じ
ま
り
ま
し
た

　

ー  
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？  

ー　

　

こ
の
制
度
は
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
を
利
用
し
て
、
自
己
負

担
が
高
額
に
な
っ
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

平
成
21
年
度
（
計
算
対
象
期
間
：
平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年
７
月

31
日
）
の
支
給
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
世
帯
に
は
、
本
年
１
月
に
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
が
、
次
に
該
当
す
る
方
は
対
象
と
な
っ
て
い
て
も
、
町
で
は
確
認
で

き
な
い
の
で
お
知
ら
せ
で
き
ま
せ
ん
。

①
平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年
７
月
の
間
に
市
町
村
を
越
え
て
住
所
を

　

変
更
さ
れ
た
方

②
他
の
医
療
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
異
動

　

し
た
方

　

こ
れ
ら
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
前
住
所
地
や
以
前
加
入
し
て
い
た
医
療

保
険
で
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
被
用
者
保
険
（
職
場
の
健
康
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は
、
ご
加
入
の
被
用
者
保
険
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
支
給
額
算
定
方
法

　

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
で
自
己
負
担
が
あ
り
、
高
額
療
養
費
な

ど
の
給
付
を
受
け
た
後
の
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
の
合
算
額

が
１
年
間
（
前
年
８
月
か
ら
本
年
７
月
）
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

額
を
７
月
末
時
点
の
世
帯
単
位
で
支
給
し
ま
す
。（
同
一
世
帯
で
あ
っ
て
も

他
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
と
の
合
算
は
で
き
ず
、
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
ご
と
に
別
々
に
計
算
し
ま
す
。）

　

な
お
、
平
成
21
年
度
に
限
り
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年
７
月
の

16
か
月
の
合
算
額
と
平
成
20
年
８
月
か
ら
平
成
21
年
７
月
の
合
算
額
を
比

べ
て
大
き
い
額
を
支
給
し
ま
す
。

■
申
請
先

　

毎
年
７
月
末
に
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

医
療
保
険
班　

☎
７
７
‐
５
５
０
２
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　周防大島町では公用車（議長車）を一般競争入札に
より売却します。
　入札を希望する方は、期間内に申し込んでください。
■売却車両の状況
・車名／トヨタ　クラウン
・グレード／
　ロイヤルサルーンＧ
・車体色／黒
・燃料／ガソリン
・総排気量／２．９９Ｌ　
・トランスミッション／ＡＴ
・初年度登録／平成 13年５月
・走行距離／９７, ４２９㎞（３月 19日現在）
・車検満了日／平成 22年５月 29日
・予定価格１６万円（消費税および地方消費税は除く）
※契約金額は、入札書に記載された金額に消費税お
よび地方消費税の額、また自動車リサイクル料金
１３, ６３０円を加算した金額とします。
■車両の見学 
・４月 26日㈪　午前９時～午後５時
・大島庁舎駐車場
※事前に財政課で受付をしてください。試乗はできま
せん。
■入札参加受付期間
　４月 26日㈪～４月 30日㈮　（祝日除く）
※郵送の場合は締切日の消印有効とします。
■入札予定日　５月 17日㈪
■入札参加資格
・日本国内に住所のある成年または法人であること。
・地方自治法施行令第１６７条の４第１項の規定に該
当しない者であること。
・地方自治法施行令第１６７条の４第２項各号に該当
すると認められる事実があった後２年を経過しない者
でないこと。また、その者を代理人、支配人その他
の使用人または入札代理人として使用する者でないこ
と。
・民事再生法第 21 条第１項または第２項の規定によ
る再生手続き開始の申立てをしていない者または申立
てをなされていない者であること。
・会社更生法第 17 条第１項または第２項の規定によ
る更正手続開始の申立てをしていない者または更正手
続き開始の申立てをなされていない者であること。
・その他町長が適当と認める者
※入札参加申込書等については、財政課にて配布。町
ホームページからもダウンロードできます。
■問い合わせ　
　財政課　☎０８２０（７４）１００６

　町では、「空き家」を地域の資源と考え、㈳山口県
宅地建物取引業協会柳井支部と連携して定住希望者
（ＵＪＩターン）を対象に、賃貸住宅物件の情報管理・
紹介を行っています。
　「空き家」を賃貸物件としてご提供いただける方は、
ご連絡ください。お申し込みいただいた物件について、
協会柳井支部会員が賃貸適否の調査にお伺いします。
　なお、多大な修理費用を要するものや老朽化の著し
いものはお断りする場合がありますので、ご了承くだ
さい。
■問い合わせ
　◎政策企画課　地域振興班
　　　☎０８２０（７４）１００７
　または、各総合支所窓口へ。
　○久賀総合支所　☎０８２０（７９）１０００
　○大島総合支所　☎０８２０（７４）１００１
　○東和総合支所　☎０８２０（７８）１１１０
　○橘総合支所　　☎０８２０（７７）５５００

空き家所有者のみなさん
空き家情報有効活用システムのご利用を！

空き家情報有効活用
システム
（町・宅建業協会）

空き家を貸し
たい方

空き家を借り
たい方

申込・登録

募集・連絡

問合・登録

ＰＲ・連絡

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
窓
口
負
担
を
変

更
（
平
成
20
年
４
月
か
ら
１
割
を
２
割
）
す
る
法
改
正
が
２
年
間
凍
結
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
１
年
間
凍
結
さ
れ
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
変

更
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
既
に
３
割
負
担
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
た
方
は

除
き
ま
す
。）

　

３
月
末
に
『
２
割(

平
成
22
年
７
月
31
日
ま
で
は
１
割)

』
と
表
示
し
た

受
給
者
証
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
、
ご
使
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
こ
の
受
給
者
証
は
、
毎
年
８
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
前
年
の
所
得

に
応
じ
て
負
担
割
合
１
割
ま
た
は
３
割
を
判
定
し
更
新
し
て
い
ま
す
。

（
８
月
１
日
か
ら
２
割
負
担
に
な
る
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

医
療
保
険
班　

☎
７
７
‐
５
５
０
２

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
窓
口
負
担
に
つ
い
て

　

―

　

平
成
22
年
度
は
引
き
続
き
１
割
負
担
で
す　

―

公用車を売却します
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いつまでも忘れないよ
たくさんの想い出をありがとう

２月５日には屋代小学校として最後の学習発表会が行われました。発表会では児童・先生
が、屋代小学校に対する感謝や想い出の言葉をまとめ作詞し作曲したオリジナルソング「あ
りがとう」を歌い、発表会には地域の皆さんや卒業生などたくさんの人が訪れました。

屋代小学校閉校記念特集

●最後の学習発表会

閉校に向けて皆様から心温まるメッセージを
募集し、校内に掲示しました。 ▲５・６年生の授業風景

▼３・４年生の発表の様子

▲２年生の授業風景

３月 31日をもって屋代小学校は閉校しました。
そのため３月 18日には屋代小学校として、最後の卒業式が挙行され、20日に
は閉校式、また 28日には閉校を記念して卒業生による文化祭も行われました。
それらの様子などを閉校記念として掲載します。

▲現校舎に建て替わる以前の校舎の様子
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中
西
正
人
く
ん
、
吉
永
夕
風
さ
ん
。
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
屋
代
小
学
校
最

後
の
卒
業
生
と
い
う
こ
と
を
誇
り
に
し
て
、

新
し
い
世
界
に
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
。

　

屋
代
小
学
校
は
開
校
以
来
５
６
１
２
名
の

卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
長

い
歴
史
と
輝
か
し
い
伝
統
を
持
っ
た
本
校

も
、
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、
幕
を
下
ろ

し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
屋
代
小
学
校
に
お
よ
せ
い
た

だ
い
た
数
々
の
ご
厚
志
に
た
い
し
て
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

閉
校
に
伴
う
心
寂
し
さ
は
残
り
ま
す
が
、

い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
学
舎
と
し
て
語
り
継

が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

「
い
つ
ま
で
も
心
に
残
る

　
　
　

学
舎
と
し
て
、

　
　
　
　

語
り
継
が
れ
て
ほ
し
い
。」

　
　

屋
代
小
学
校　

沿
革

慶
応
３
年　

西
蓮
寺
に
郷
校
を
開
設

明
治
18
年　

神
領
小
学
校
・
片
山
小
学
校
を
廃
し

　
　
　
　
　

須
賀
に
山
泉
小
学
校
を
開
設

大
正
２
年　

西
屋
代
（
現
在
地
）
に
校
舎
改
築

昭
和
22
年　

屋
代
村
立
屋
代
小
学
校
と
改
称

昭
和
27
年　

大
島
町
立
屋
代
小
学
校
と
な
る　

　
　
　
　
　

講
堂
落
成

昭
和
31
年　

校
歌
制
定

昭
和
41
年　

学
校
安
全
優
良
校
受
賞

昭
和
48
年　

創
立
１
０
０
周
年
記
念
大
運
動
会
開　

　
　
　
　
　

催

昭
和
56
年　

新
校
舎
竣
工
式
、
砂
場
新
設

昭
和
57
年　

プ
ー
ル
完
成

平
成
２
年　

県
造
形
教
育
研
究
会
絵
画
作
品
展
最　

　
　
　
　
　

優
秀
学
校
賞

平
成
３
年　

全
日
本
健
康
推
進
学
校
す
こ
や
か
賞

平
成
15
年　

緑
の
少
年
隊
県
知
事
賞
受
賞

平
成
16
年　

周
防
大
島
町
立
屋
代
小
学
校
と
な
る

平
成
22
年　

明
新
小
学
校
と
統
合
の
た
め
屋
代
小

　
　
　
　
　

学
校
閉
校　
　
　
　

屋
代
小
学
校

　
　
　

校
長　

吉
田　

清
一

最後の卒業生から
メッセージ

　ぼくは、６年間大好きな屋代小
学校で勉強したり遊んだりしまし
た。屋代小学校での思い出は、た
くさんありますが、一番の思い出
は、みんなで遊んだことです。ドッ
ジボール、長縄、じんとりなどた
くさん遊びました。
　思い出がたくさんつまった屋代
小学校が閉校になるのは、とても
さみしいですが、屋代小学校から
卒業することができるのでうれし
いです。いつまでも屋代小学校の
ことを忘れずに、中学校に行って
もがんばります。

中西正人くん

　私は、屋代小学校の最後の卒業
生です。
　４年生の夏休みに転校してきま
した。最初は人数が少なくてびっ
くりしたけど、みんなが優しく話
しかけてくれて、すぐに友達にな
れました。思い出もたくさんでき
ました。
　心をこめて取り組んだ米作り。
さつき園バザーではみんなで一
生けん命育てたお米を販売しまし
た。たくさんの方が買いに来てく
ださり、全部売れた時は、大喜び
でした。
　大好きな屋代小で学べた事は私
の宝物です。

吉永夕風さん

３月 28 日、閉校記念文化祭として卒業生による
学芸会が開催され、歌などを披露し、多くの人が
楽しみました。

３月 20日の閉校式の後には、屋代小学校閉校記
念事業実行委員会が寄付を募り完成した、校歌
を記した歌碑の除幕式も行われました。

●最後の卒業式



14広報すおう大島 平成 22 年 ( 2010 年 )4 月号

せ
と
丸
・
ひ
ら
い
丸
竣
工
式

　

３
月
５
日
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
美

し
い
三
蒲
を
創
る
会
」
が
第
４
回
植
樹

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
は
こ
れ
ま
で
瀬
戸
か
ら
三
蒲
に
か

け
て
、
国
道
沿
い
の
荒
廃
竹
林
を
約

１
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
整
備
し
て
い
ま

す
。

　

式
の
後
、
三
蒲
小
学
校
全
校
児
童
43

名
が
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
ク
ヌ
ギ
の
苗

な
ど
約
１
５
０
本
を
植
え
ま
し
た
。

会
長
の
吉
兼
洋
一
さ
ん
（
西
三
蒲
）
は

「
会
員
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
こ
こ
ま

で
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

島
大
橋
ま
で
、
海
が
見
え
る
い
い
景
色

に
す
る
の
が
目
標
で
す
。」
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

椎
木
町
長
も
児
童
と
い
っ

し
ょ
に
植
樹

▲植樹祭式典の様子

サクラやクヌギを植えました

▼

　

３
月
25
日
、
町
営
渡
船
の
老
朽
化

に
伴
い
、
新
し
く
建
造
し
て
い
た
渡

船
が
こ
の
た
び
完
成
し
、
情
島
に
お

い
て
新
造
船
「
せ
と
丸
」（
情
島
〜
伊

保
田
航
路
）、
浮
島
に
お
い
て
新
造

船
「
ひ
ら
い
丸
」（
樽
見
〜
日
前
航
路
）

の
竣
工
式
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
の
後
、
新
造
船
の
前
で
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
ま
た
地
元
主

催
に
よ
る
餅
ま
き
が
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
せ
と
丸
の
定
員
は
25
名
で
、

ひ
ら
い
丸
の
定
員
は
62
名
で
す
。
両

船
と
も
4
月
1
日
か
ら
就
航
し
て
い

ま
す
。

▲せと丸▲ひらい丸

▲せと丸の前でのテープカット

浮
島
で
の
も
ち
ま
き

▼
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大島看護専門学校卒業式
　

３
月
５
日
、
大
島
看
護
専
門

学
校
に
お
い
て
卒
業
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
三
吉
学
校
長
が
「
卒

業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

３
年
間
仲
間
と
共
に
勉
強
し
た

こ
と
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
は

最
良
の
看
護
を
患
者
さ
ん
に
提

供
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

37
名
の
卒
業
生
の
う
ち
７
名

が
地
元
の
町
立
病
院
に
就
職
し

て
い
ま
す
。

東和中学校が新しくなりました
　

３
月
19
日
、
東
和
中
学
校

新
校
舎
完
成
に
伴
い
、
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
校
舎
は
間
伐
材
な

ど
を
使
用
し
、
木
質
化
さ
れ

た
内
装
や
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
取
り
入
れ
た
自
然
に

や
さ
し
い
「
エ
コ
ス
ク
ー
ル
」

と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
段
差
の
解
消
や
多

目
的
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
、

人
に
優
し
い
建
物
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

階
段
も
木
が
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

お
遍
路
マ
ッ
プ
が
で
き
ま
し
た

　

周
防
大
島
へ
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
さ
れ

た
方
々
で
構
成
さ
れ
る
島
へ
ん
ろ
部
会
が
、

周
防
大
島
八
十
八
か
所
の
道
路
状
況
、
駐
車

場
の
有
無
な
ど
を
ま
と
め
て
冊
子
に
し
た
「
周

防
大
島　

島
へ
ん
ろ
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

発
行
部
数
は
３
０
０
０
部
で
、
島
へ
ん

ろ
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
配
布

さ
れ
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

㈳
周
防
大
島
観
光
協
会

　

☎
７
２
‐
２
１
３
４

▲島へんろ部会の皆さん

ガイドブック
「周防大島　島へんろ」

▼

▲ 37 名の卒業生

▲新しくなった教室

▼
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お知らせ４月

周
防
大
島
町
奨
学
生
募
集

　

周
防
大
島
町
奨
学
資
金
貸
付
規

則
に
よ
り
、
次
の
通
り
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

■
対
象

　

高
校
生
（
向
学
心
に
富
み
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
す
る
こ

と
が
困
難
な
人
）

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
貸
与
額　

月
額
２
万
円

■
申
込
方
法

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会
ま
た

は
各
教
育
支
所
に
備
え
付
け
の
貸

与
願
お
よ
び
そ
の
他
必
要
書
類
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
返
還
方
法

　

卒
業
後
１
箇
年
を
経
過
し
た
翌

月
か
ら
、
貸
与
を
受
け
た
期
間
の

２
倍
の
期
間
内
に
、
そ
の
全
額
を

月
賦
ま
た
は
半
年
賦
で
返
還
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
限

　

５
月
14
日
㈮
ま
で
に
周
防
大
島

町
教
育
委
員
会
ま
た
は
各
教
育
支

所
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会　

　

総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
７
０
０

周
防
大
島
町
奨
学
資
金
ご
支

援
の
お
願
い

　

高
校
生
を
応
援
す
る
た
め
、
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
寄
付
を
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会　

　

総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
７
０
０

浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
申
請

　

今
年
度
も
、
浄
化
槽
設
置
補
助

金
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。

　

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
申
請
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
書
類
が
一
部
変
更
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
受
付
場
所

　

各
総
合
支
所
お
よ
び
上
下
水
道
課

■
補
助
対
象
区
域

　

下
水
道
お
よ
び
集
落
排
水
区
域

以
外
の
区
域

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
班　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
１

募
集

やまぐち森林づくり県民税
（第２期）

がスタートします
　
　平成 17年度より導入されている「や
まぐち森林づくり県民税」が継続され
ました。
　平成 22 年度からの５年間で、荒廃
したスギやヒノキ林の再生や繁茂した
竹林の整備を引き続き行います。
  また、新たに森林ボランティア活動へ
の支援を行う事業などが追加されてい
ます。

◆問い合わせ　
柳井（岩国）農林事務所森林部
☎０８２７（２９）１５６７

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
、
町
内
の

６
年
生
が
昨
夏
満
喫
し
た
「
周
防
大
島
少
年
の
船
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
」

の
感
想
文
集
が
こ
の
た
び
出
来
上
が
り
（
写
真
左
）、
参
加
し
た
卒

業
生
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
に
、
町
内
の
６
年
生
53
名
が
参
加
、
大
島
商
船
高
等

専
門
学
校
の
練
習
船
に
乗
船
し
、
２
泊
３
日
の
共
同
生
活
の
中
で

船
内
研
修
や
船
内
泊
、
野
外
炊
事
・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
大

和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
宮
島
の
見
学
等
、
様
々
な
体
験
活
動
を
通
じ

て
、
友
情
を
深
め
豊
か
な
人

間
性
を
養
な
い
ま
し
た
。

　

洋
上
セ
ミ
ナ
ー
は
今
年
度

も
６
年
生
を
対
象
に
夏
休
み

に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

『周防大島少年の船』感想文集完成

▲昨年の洋上セミナーの様子（宮島）
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お知らせ４月

平
成
22
年
度　

星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ

〜
償
還
義
務
な
し
の
奨
学
金

制
度
で
す
〜

　

本
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
（
奨
学
金
）

は
、
平
成
19
年
７
月
の
「
星
野
哲

郎
記
念
館
」
開
設
に
際
し
、
作
詞

家
星
野
哲
郎
先
生
か
ら
周
防
大
島

町
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
ら
れ

て
「
星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
」

の
名
称
で
、
島
の
子
ど
も
達
や
島

の
学
校
へ
通
う
子
ど
も
達
へ
学
資

資
金
を
受
け
る
も
の
で
す
。

■
応
募
資
格

・
周
防
大
島
町
内
の
高
等
学
校
お

よ
び
高
等
専
門
学
校
に
通
学
す
る

生
徒
（
学
生
）

・
周
防
大
島
町
内
に
住
所
を
有
す

る
高
等
学
校
お
よ
び
高
等
専
門
学

校
の
生
徒
（
学
生
）

・
大
島
看
護
専
門
学
校
に
通
学
す

る
学
生

・
11
月
14
日
㈰
に
受
賞
式
に
参
加

で
き
る
者
（
星
野
哲
郎
記
念
館
で

行
う
平
成
22
年
度　

星
野
哲
郎
ス

カ
ラ
シ
ッ
プ
受
賞
式
）

・
星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
を
既

に
受
賞
し
た
者
は
、
資
格
対
象
外

■
給
付
内
容

　

対
象
人
員
は
毎
年
５
名
以
内
と

し
、
給
付
金
額
は
１
名
当
た
り

20
万
円
で
す
。（
償
還
義
務
な
し
）

■
申
込
手
続
き

　

ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
を
申
し
込
む
方

は
、
以
下
の
必
要
書
類
を
揃
え
て

学
校
長
へ
提
出
し
、
学
校
長
は
資

格
調
書
等
を
添
え
て
ス
カ
ラ
シ
ッ

プ
選
考
委
員
会
事
務
局
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①
申
込
書

②
課
題
レ
ポ
ー
ト

テ
ー
マ
「
周
防
大
島
と
私
の
夢
」

※
２
０
０
０
字
以
内
（
４
０
０
字

詰
原
稿
用
紙
ま
た
は
ワ
ー
プ
ロ
清

書
Ａ
４
横
タ
テ
書
き
20
×
20
）
タ

イ
ト
ル
、
学
校
名
、
氏
名
を
冒
頭

に
記
入
す
る
。

③
資
格
調
書
（
学
校
長
作
成
）

④
功
績
調
書
（
学
校
長
作
成
）

※
①
③
④
の
様
式
は
、
事
務
局
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
提
出
先

　

星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
選
考

　

委
員
会
事
務
局

（
久
賀
庁
舎
１
階
商
工
観
光
課
内
）

■
提
出
方
法

　

直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
（
簡
易

書
留
等
）
に
て
受
付
し
ま
す
。
郵

送
の
場
合
は
９
月
10
日
㈮
午
後
５

時
ま
で
に
必
着
。

■
受
付
期
間

　

８
月
30
日
㈪
〜
９
月
10
日
㈮

■
選
考
方
法
・
選
考
結
果
等

　
「
星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
」
選

考
委
員
会
に
て
選
考
を
行
い
、
選

考
結
果
は
、
10
月
下
旬
ご
ろ
ま
で

に
在
学
学
校
長
を
経
て
本
人
に
通

知
し
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
14
日
㈰
に
表
彰
式

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
受
賞
者

は
、
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
町
広
報
等
で
公
表
お
よ
び
星

野
哲
郎
記
念
館
に
お
い
て
顕
彰
し

ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字

久
賀
５
１
３
４

　

星
野
哲
郎
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ

　

選
考
委
員
会
事
務
局

　
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

周
防
大
島
町
体
験
交
流
型
観

光
推
進
協
議
会

パ
ー
ト
職
員
募
集

■
募
集
人
数
・
勤
務
内
容
等

・
パ
ー
ト
職
員　

１
名

・
事
務
補
助
お
よ
び
電
話
応
対
な

ど・
パ
ソ
コ
ン
入
力
業
務
等
（
ワ
ー

ドﾞ･

エ
ク
セ
ル
の
出
来
る
方
）

・
周
防
大
島
町
役
場
久
賀
庁
舎
へ

通
勤
可
能
な
18
歳
以
上
の
方
。（
未

成
年
の
場
合
は
保
護
者
の
同
意
が

必
要
で
す
。
性
別
不
問
）

■
勤
務
期
間
お
よ
び
勤
務
時
間　

　

５
月
10
日
㈪
〜
９
月
30
日
㈭
の

嶋原清子選手　大島に凱旋します

演題「トップランナーになるまでの道のり」
　マラソン選手の嶋原清子選手の講演会を開催します。
講演の後には希望者の方といっしょに、大島グラウンド
を走ります。
◆日　時　　５月８日㈯　午後 1時 30分～３時
◆場　所　　大島文化センター
◆参加費　　無料（事前の申し込みは不要です。）
◆主　催　　ＮＰＯ法人ココロとカラダ健究会
◆後　援　　周防大島町、周防大島町教育委員会
　　　　　　（この事業は町の子育て支援イベント開催
　　　　　　業務の委託を受けて実施するものです。）

※イベントのボランティアスタッフを募集しています。
◆問い合わせ

ＮＰＯ法人ココロとカラダ健究会
☎０８0（１９１９）１８５７

う
ち
週
４
日

（
月
16
日
程
度
の
出
勤
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
期
間
延
長
更
新
の
場
合
有
り
。

■
賃
金

　

時
給
６
７
０
円

　
（
通
勤
手
当
な
し
）

■
勤
務
場
所

　

周
防
大
島
町
体
験
交
流
型
観
光

推
進
協
議
会

（
周
防
大
島
町
役
場
久
賀
庁
舎　

商
工
観
光
課
）

■
面
接
日
・
場
所

　

4
月
26
日
㈪

　

周
防
大
島
町
役
場
久
賀
庁
舎

■
面
接
申
込
方
法

　

４
月
23
日
㈮
午
後
３
時
ま
で

に
、
履
歴
書
を
郵
送
若
し
く
は
持

参
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字

久
賀
５
１
３
４

　

周
防
大
島
町
役
場
久
賀
庁
舎

　

周
防
大
島
町
役
場　

　

産
業
建
設
部　

商
工
観
光
課

（
周
防
大
島
町
体
験
交
流
型
観
光

推
進
協
議
会
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３
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お知らせ４月

肝
臓
機
能
障
害
に
よ
る

身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
し

ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
肝
臓
機
能
障
害

に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

■
対
象　

　

認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機

能
障
害
の
あ
る
人
、
肝
臓
移
植
を

受
け
抗
免
疫
療
法
を
実
施
し
て
い

る
人
で
社
会
・
日
常
生
活
が
著
し

く
制
限
さ
れ
る
人

■
認
定
基
準

　

主
と
し
て
肝
臓
機
能
障
害
の
重

症
度
分
類
（
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ
‐
Ｐ
ｕ

ｇ
ｈ
分
類
）
の
判
定
で
、
３
か
月

以
上
グ
レ
ー
ド
Ｃ
に
該
当
す
る
こ

と
（
※
診
断
前
6
か
月
間
に
ア
ル

コ
ー
ル
を
摂
取
し
て
い
る
人
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

■
申
請
に
必
要
な
物　

　

手
帳
交
付
申
請
書
、
指
定
医
師

が
記
載
し
た
所
定
の
診
断
書
、
写

真
（
縦
４
㎝ 

×
横
３
㎝ 

）
２
枚
、

印
か
ん

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

障
害
の
あ
る
方
に
対
す
る

自
動
車
税
等
の
減
免
制
度
が

変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
身
体
な
ど
に

障
害
の
あ
る
方
に
対
す
る
自
動
車

取
得
税
・
自
動
車
税
の
減
免
制
度

の
一
部
を
改
正
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
変
更
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
減
免
額
に
上
限
を
設
定

・
自
動
車
取
得
税

　

課
税
標
準
額
３
０
０
万
円

・
自
動
車
税

　

年
税
額　

４
万
５
千
円

○
自
動
車
税
の
月
割
減
免
制
度
を

創
設

　

新
た
に
減
免
の
要
件
を
満
た
し

た
場
合
、
申
請
の
翌
月
か
ら
月
割

で
減
免
し
ま
す
。

○
減
免
の
対
象
と
な
る
自
動
車
を

拡
充

　

生
計
を
同
一
に
す
る
方
が
所
有

す
る
自
動
車
も
、
減
免
対
象
と
な

り
ま
す
。（
障
害
者
の
方
１
人
に
つ

き
１
台
）

※
拡
充
に
つ
い
て
は
軽
自
動
車
も

対
象
で
す
。
詳
し
く
は
町
税
務
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

○
新
た
に
申
請
手
続
を
す
る
際
に

必
要
な
書
類
を
変
更

　

従
来
、
町
の
発
行
し
て
い
た
生

計
同
一
証
明
等
に
代
え
、
必
要
な

書
類
を
直
接
県
税
事
務
所
に
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

※
詳
し
く
は
県
税
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

柳
井
県
税
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
２
１
２
１

お
知
ら
せ

特　設　人　権　相　談　所
　◆日　　時　５月 10日㈪　午前９時 30分～正午
　◆場　　所　大島庁舎
　◆相談内容　法律、人権、土地、家屋、金銭貸借、
　　　　　　　離婚などあらゆる生活上の心配事

　◆相 談 員 　 人権擁護委員
　◆問い合わせ　福祉課　

　　☎０８２０（７７）５５０５

○地域づくり活動支援事業を募集します
　
　町では、平成 22年度に地域づくりを目的とした
事業を行う団体に対し、予算の範囲内で活動を支援
するための補助金を交付する事業を実施します。募
集要項や様式は、町ホームページまたは各総合支所
窓口で入手できますので、ご応募ください。

■対象団体
　周防大島町を主たる活動範囲とし、３名以上で構
成され、政治・宗教・営利のみまたは団体の運営経
費・備品等の取得を目的としない団体。
■対象事業
　①新たな個性や特性を育むネットワークやシステ
ムを形成する事業、②地域の個性や特性に磨きをか
ける人材育成事業、魅力発揮事業、③住民参画によ
る地域づくりの機運を育むイベント、ワークショッ
プ等の開催事業の内いずれかの事業。
■補助金額
　１団体への支援は、事業費の９割以内とし、上限
を 50 万円とします。なお、平成 23 年２月末まで
に事業が完了するようにしてください。
■募集期限
　４月 28日㈬

■問い合わせ　政策企画課
☎０８２０（７４）１００７

お
大
師
堂
め
ぐ
り
歩
け
歩
け

大
会

■
日
時　

４
月
29
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
ス
タ
ー
ト
会
場

　

ス
パ
ー
ク
大
島

　
（
役
場
大
島
庁
舎
前
）

■
内
容

　

大
島
八
十
八
か
所
霊
場
の

内
、
屋
代
平
野
に
点
在
し
て
い

る
十
八
か
所
を
ご
家
族
の
方
な

ど
と
一
緒
に
お
大
師
堂
め
ぐ
り

を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

㈳
周
防
大
島
観
光
協
会

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
２
１
３
４
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お知らせ４月

　「たけのこの掘取り方法・
親竹の仕立て方講習会」受講生を募集します
　　
　良いたけのこを生産するには、適切な掘取り方法
や良い親竹を残す必要があります。また今年から新
たに穂先たけのこの荷受けも始まります。
　そこで県では、たけのこの掘取り方法と親竹の仕
立て方及び穂先たけのこの採取方法等についての講
習会を次のとおり開催します。
◆受講対象者　たけのこ生産に興味がある方
◆日　時　４月 19日㈪　午前 10時～正午まで
◆内　容　たけのこの掘取り方法、親竹の仕立て方、
　　　　　穂先たけのこの採取方法ほか
◆実施場所 　八幡生涯学習のむら「生活の館」
　　　　　　 隣接竹林（久賀）
◆受講料 　　無料
◆申込方法　事前申込みは不要です。
◆主　　催　山口県
◆集合時間・場所
　八幡生涯学習のむら「生活の館」前駐車場に午前
９時 50分までにお越しください。
◆服装　作業ができる服装でお越しください。
　　　　（長靴、手袋が必要です。）

※雨天の場合は中止します。

◆問い合わせ
柳井（岩国）農林事務所 　
  森林部　森林づくり推進課
     ☎０８２７（２９）１５６５

　
　
　周防大島町体験交流型観光推進協議会では、引き
続き民泊受入を行ってくれる方を募集します。
　子ども達を泊めて子ども達と交流したい、してみ
たいという皆さん、是非ご協力をお願いします。

◆問い合わせ　商工観光課
☎０８２０（７９）１００３

民泊受入れ家庭を募集します

　
　
　

　施設の経年対策および省エネ化に伴う給湯設備・
館内設備の改修工事を行うため、下記の期間潮風呂
保養館を休館します。
　利用者の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理
解・ご協力をよろしくお願いします。

◆休館期間：６月１日（火）～２２日（火）まで

※６月２３日（水）より営業再開いたします。

◆問い合わせ　商工観光課
☎０８２０（７９）１００３

改修工事のため
グリーンステイながうら
潮風呂保養館を休館します

【
相
談
】

　

昨
年
購
読
契
約
し
た
Ａ
新
聞

が
昨
日
か
ら
入
り
始
め
た
。
前

の
Ｂ
新
聞
の
契
約
期
間
が
ま
だ

残
っ
て
い
て
二
重
に
な
る
の
で
、

Ａ
新
聞
を
断
り
た
い
。

【
処
理
】

　

一
方
的
に
は
解
約
で
き
な
い

の
で
、
解
約
や
購
読
期
間
等
契

約
条
件
の
変
更
を
、
販
売
店
と

粘
り
強
く
交
渉
す
る
よ
う
助
言

し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

新
聞
の
契
約
で
は
、
契
約
期

間
を
思
い
違
い
し
て
他
の
新
聞

と
重
複
し
て
契
約
し
て
し
ま
っ

た
り
、
長
期
に
亘
る
契
約
を
中

途
解
約
し
よ
う
と
し
て
ト
ラ
ブ

ル
と
な
る
事
例
が
多
く
あ
り
ま

す
。

　

訪
問
販
売
に
よ
る
新
聞
購
読

の
契
約
は
、
契
約
書
面
を
受
け

取
っ
て
た
日
か
ら
８
日
以
内
で

あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ･

オ
フ
の

対
象
期
間
と
し
て
無
条
件
で
解

約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
購
読
が
後
日
に
開
始
さ

れ
る
契
約
を
し
た
場
合
、
実
際

に
新
聞
が
入
り
始
め
た
時
に
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
期

間
を
過
ぎ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
消
費
者
が
一
方
的
に
解
約

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
解

約
に
は
販
売
店
の
承
諾
が
必
要

で
す
し
、
違
約
金
の
支
払
い
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に

は
、
契
約
す
る
前
に
、
現
在
の

契
約
状
況
を
よ
く
確
認
し
、
契

約
期
間
等
が
妥
当
か
、
慎
重
に

検
討
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

か
し
こ
い
消
費
者

めざせ！

新
聞
購
読
に
か
か
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　
　
　

相
談
は
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

　
　
　
　
　
　

ま
た
は
町
商
工
観
光
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３
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お知らせ４月

催
し

あ
な
た
の
骨
盤

歪
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

第
５
回
骨
盤
矯
正
体
操
教
室

を
開
催
し
ま
す

　

骨
盤
矯
正
体
操
教
室
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

　

５
月
１
日
㈯　

　

午
後
４
時
〜
５
時

■
参
加
費　
　
　

　

５
０
０
円

※
コ
コ
カ
ラ
会
員
３
０
０
円

■
場
所　

　

周
防
大
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

■
持
参
物

　

室
内
シ
ュ
ー
ズ
・
バ
ス
タ
オ
ル

■
講
師

　

健
康
運
動
指
導
士　

　

吉
福　

教
子
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ

健
究
会

☎
０
８
0
（
１
９
１
９
）
１
８
５
７

延
命
の
滝
縁
日

■
日
時　

4
月
29
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

　
（
小
雨
決
行
、
荒
天
時
中
止
）

■
場
所　

久
賀
畑
能
庄

■
内
容

・
延
命
観
世
音
菩
薩
御
縁
日
法
要

　
（
午
前
11
時
〜
正
午
）

・
お
接
待

　

お
む
す
び
、
明
日
葉
茶
等

■
主
催

　

畑
地
区
有
志

　

曹
洞
宗 

久
屋
寺

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ふ
る
さ
と
里
山
救

　

援
隊

　

延
命
の
滝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

■
後
援　

周
防
大
島
町
観
光
協
会

■
問
い
合
わ
せ

　

延
命
の
滝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

　

吉
村

☎
０
９
０
（
７
７
７
０
）
２
３
２
１

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
分
け

〜
春
コ
ー
ス
〜

○
夏
み
か
ん
の
加
工
品
づ
く
り

・
日
時　

５
月
10
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

・
場
所　

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

　
（
東
安
下
庄
）

・
体
験
料　

２
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

　

４
月
30
日
㈮

※
昼
食
あ
り
。

○
布
わ
ら
じ
づ
く
り

・
日
時　

５
月
15
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
５
時

・
場
所　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
西
安
下
庄
）

・
体
験
料　

１
８
０
０
円

・
受
入
人
数　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

　

４
月
30
日
㈮

※
作
業
し
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
柏
餅
と
桜
餅
づ
く
り

・
日
時　

５
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
３
時

・
場
所　

工
房
ふ
き
の
と
う

　
（
志
佐
）

・
体
験
料　

１
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

６
人

・
募
集
締
め
切
り　

　

５
月
10
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

○
起
業
家
養
成
基
礎
コ
ー
ス

　
（
６
月
開
講
予
定
）

　

周
防
大
島
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
起
業
や
新

規
事
業
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
学
ぶ
。

○
Ｗ
ｅ
ｂ
・
動
画
ク
リ
エ
イ
タ
ー
養
成
コ
ー
ス

　
（
５
月
開
講
予
定
）
写
真
な
ど
静
止
画
編
集
の
基

礎
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
制
作
知
識
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト

の
構
築
、
動
画
の
企
画
・
撮
影
・
編
集
・
配
信
の

方
法
を
学
ぶ
。

○
商
品
開
発
起
業
コ
ー
ス

（
６
月
開
講
予
定
）
周
防
大
島
の
農
漁
産
品
を
活
用

し
た
商
品
開
発
の
流
れ
（
商
品
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
・

製
造
・
販
売
）
を
学
ぶ
。

○
体
験
型
観
光
起
業
コ
ー
ス

（
６
月
開
講
予
定
）
都
市
と
の
交
流
人
口
増
加
の

き
っ
か
け
と
な
る
体
験
学
習
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
民

泊
経
営
の
基
礎
知
識
を
学
び
、
体
験
学
習
で
の
指

導
実
習
を
体
験
。

■
受
講
料　

無
料

■
受
講
説
明
会

　

４
月
23
日
㈮　

午
後
７
時
〜
午
後
８
時

　

４
月
24
日
㈯　

午
前
11
時
〜
正
午

　

５
月
８
日
㈯　

午
前
11
時
〜
正
午

　

会
場
：
大
島
商
船
高
専

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.oshim

a-k.ac.jp/shim
a-sq/

【
島
ス
ク
エ
ア
と
は
】

　

文
部
科
学
省
の
平
成
20
年
度
科
学
技
術
振
興
調

整
費
事
業
「
地
域
再
生
人
材
創
出
拠
点
の
形
成
」

に
大
島
商
船
高
専
が
採
択
さ
れ
た
５
年
間
の
委
託

事
業
。
周
防
大
島
町
が
総
務
省
に
認
定
さ
れ
た
地

域
再
生
計
画
と
も
連
携
し
た
産
学
官
に
よ
る
周
防

大
島
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
の
愛
称
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

島
ス
ク
エ
ア
事
務
局

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
内
（
総
務
課
企
画
係
）

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
５
４
５
７

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス kikaku@

oshim
a-k.ac.jp

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校 

教
授 

岡
宅
泰
邦

※
各
コ
ー
ス
の
開
講
時
期
は
場
合
に
よ
り
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

起業家養成塾「島スクエア」受講生募集

▲前回の夏みかんの加工品づくり
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周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　

松
本　

可
奈
子

　
　
　
　
（
健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班
）

お知らせ４月

ー　

子
ど
も
の
笑
顔
が

　
　
　

み
ん
な
の
元
気
を
つ
く
る
ま
ち　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
防
大
島　

ー

　　

暖
か
く
な
り
、
外
出
し
や
す
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
ね
。
新
年
度
を
む
か
え
、
お
子
さ

ん
の
い
る
ご
家
庭
で
は
、
慌
し
い
日
々
を
送
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

お
子
さ
ん
が
、
そ
の
子
ら
し
く
健
や
か
に

成
長
し
て
い
く
上
で
、
身
体
と
こ
こ
ろ
の
栄

養
の
基
礎
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
れ
を
「
身
体

づ
く
り
」
と
「
こ
こ
ろ
育
て
」
と
名
付
け
て

お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
身
体
づ
く
り

　

子
ど
も
は
遊
ぶ
こ
と
が
大
好
き
で
、
遊
び

な
が
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
賢
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
に
は
、
ま

ず
は
遊
ぶ
た
め
の
土
台
と
な
る
身
体
づ
く
り

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
生
活
リ
ズ
ム

（
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
、
朝
ウ
ン
チ
！
）

を
整
え
ま
し
ょ
う
。
生
活
の
リ
ズ
ム
が
整
う

と
、
頭
や
か
ら
だ
の
準
備
が
出
来
て
、
働
き

が
良
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
は
み
ん
な
す
ご

い
才
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
生
活
の
リ
ズ
ム

を
整
え
、
そ
の
力
を
十
分
に
引
き
出
し
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

▼
こ
こ
ろ
育
て

　

子
ど
も
は
自
分
を
認
め
て
く
れ
る
人
が
い

る
と
い
う「
安
心
感
」の
中
で
、こ
こ
ろ
が
育
っ

て
い
き
ま
す
。
短
い
時
間
で
も
、
一
緒
に
楽

し
く
過
ご
す
時
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

何
気
な
い
こ
と
で
す
が
、
毎
日
の
積
み
重

ね
が
大
き
な
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

周
防
大
島
町
に
は
、
母
子
保
健
推
進
員
（
ぼ

す
い
さ
ん
）
と
呼
ば
れ
る
先
輩
お
母
さ
ん
な

ど
、
地
域
で
子
ど
も
を
暖
か
く
見
守
っ
て
く

れ
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
子
育
て

に
困
っ
た
と
き
な
ど
、
ぜ
ひ
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

　

少
子
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
１
人
１
人

の
子
ど
も
を
大
切
に
、
地
域
の
み
ん
な
で
子

育
て
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　入札を希望する方は、期間内に申し込んでくださ
い
■売却物件
・船名　　汽船「ひらい丸」
・進水　　平成３年 12月
・用途　　　　旅客船
・総トン数　　19トン
・予定価格　　20万円（消費税および地方消費税は除く）
■入札参加受付期間
・４月 20日㈫～４月 30日㈮
※入札手続き等については町ホームページをご覧く
ださい。
■入札日時・場所
　５月 11日㈫　午前 10時　役場大島庁舎
■問い合わせ
　政策企画課　地域振興班
　☎０８２０（７４）１００７
　Ｅメール：seisakukikaku@town.suo-oshima.lg.jp

浮島航路旧船ひらい丸を売却します

振
り
込
め
詐
欺
未
然
防
止
に
感
謝
状
贈
呈

　

３
月
10
日
、、
振
り
込
め
詐
欺
を
未
然
に
防
止
し
た
こ
と
に
対
し
、
山
口

大
島
農
業
協
同
組
合
三
蒲
支
所
に
勤
務
す
る
濵
田
秀
子
さ
ん
と
浜
昌
子
さ

ん
へ
、
田
邊
芳
夫
柳
井
警
察
署
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
人
は
振
り
込
み
に
訪
れ
た
お
客

さ
ん
の
、
振
込
先
の
名
義
に
疑
問
を

感
じ
、
本
所
の
職
員
と
対
応
を
相
談
。

振
込
み
を
依
頼
し
て
き
た
男
性
に
直

接
電
話
す
る
な
ど
し
て
、
詐
欺
で
あ

る
こ
と
を
突
き
止
め
ま
し
た
。

　
「
今
後
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、

慎
重
に
確
認
し
、
対
応
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。」
と
気
を
引
き
締
め

て
い
ま
し
た
。

▲田邊署長に当時の状況を語る、左
から濵田秀子さん、浜昌子さん
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健康相談カレンダー

３歳児健康診査のお知らせ

◆日時　５月 21日㈮
　13：00～ 13：30（受付時間）
◆場所　たちばなケアプラザ
◆対象者　
・平成 18年９月 20日
　～平成 18年 11月 21日生まれの幼児
・平成 22年５月 21日現在、３歳６か月～４歳　
　未満で受診していない幼児
◆問い合わせ　健康増進課☎７７‐５５０４

５月の柳井健康福祉センター定例保健事業
相談内容 実施日 時間

Ｂ・C型肝炎抗体検査 12日㈬ 10：00～ 11：00

骨髄バンク登録検査 12日㈬   9：00 ～ 10：00

発達クリニック 13日㈭ 13：00～ 16：00

エイズ抗体検査 12日㈬ 14：00～ 16：00

思春期・ストレス相談 28日㈮ 10：00～ 15：00

心の健康相談 18日㈫ 13：00～ 14：00
※相談・検査は事前に電話予約が必要です。
◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎ 0820（22）3631

4 月

21 日㈬ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

22日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

23日㈮ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

24日㈯

25 日㈰ 休日当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉

26日㈪
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
リトミック
〈10:00 ～ 11:00 片添ケ浜温泉遊湯ランド隣ふれあい館〉

27日㈫ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉 

28 日㈬ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

29日㈭ 休日当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉

30日㈮ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

5月

1日㈯

2 日㈰ 休日当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉

3日㈪ 休日当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉

4日㈫ 休日当番医〈野村医院☎７６－００１７〉

5日㈬ 休日当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉

6日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉

7日㈮

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
こころの健康相談<久賀福祉センター【要予約】> 
【申込先】健康増進課 健康づくり班 ☎ 77-5504 
子宮（頚部）がん・乳がん検診〈蒲野農村改善センター〉

8日㈯

9 日㈰ 休日当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉

10日㈪ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
子宮（頚部）がん・乳がん検診〈しまとぴあスカイセンター〉

11日㈫ 子宮（頚部）がん・乳がん検診〈しまとぴあスカイセンター〉

12日㈬

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
結核・肺がん検診〈大島地区〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 東和総合センター 2階和室〉 
ポリオ〈13:00 ～ 13:30（受付）東和総合センター〉

13日㈭
健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉 
結核・肺がん検診〈大島地区〉 
リトミック〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

14日㈮
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈12:30 ～ 14:00 情島公民館〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉

15日㈯

16 日㈰

大島医学会公開講演会〈14:30 ～ 15:30 大島文化センター〉 
演題「平穏死」
講師：東京都世田谷区立芦花ホーム医師　石飛幸三 先生
休日当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉

17日㈪ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

18日㈫

健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 東和庁舎〉  
子宮（頚部）がん・乳がん検診〈沖浦農村改善センター〉 
育児相談〈10:00 ～１1:30 久賀福祉センター集会室〉

19日㈬
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
結核・肺がん検診〈大島地区〉 
ポリオ〈13:00 ～ 13:30（受付）東和総合センター〉

20日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:30 久賀庁舎〉 
結核・肺がん検診〈大島地区〉
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人の動き（４ 月１日現在）
人　口 １９，８８９人（105人減）

男 ８，９５６人

女 １０，９３３人

世帯数 １０，３８９戸（41戸減）

周防大島町交通事故発生状況 
（平成 22 年２月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

１０ ０ １１

前年比

＋２ －１ ±０

物損事故件数

４７ 前年比 ＋１

郵便局で納付が
できるようになりました

　４月1日（木）以降に発行する納付書
（税金・使用料等）について、新たに中国
５県内の郵便局において納付することが
できるようになりました。
◆問い合わせ　会計課　☎７４-１００４

このコーナーは PDF 版では掲載しておりません。
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発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
政
策
企
画
課 （
周
防
大
島
町
大
字
小
松
１
２
６
‐
２
）

　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

印
刷
◆
ダ
ケ
モ
ト
印
刷
㈲ 

周
防
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tow
n.suo-oshim

a.lg.jp

Ｅ
メ
ー
ル

seisakukikaku@
tow
n.suo-oshim

a.lg.jp

第
３
回
あ
そ
び
の
広
場

　

み
ん
な
あ
つ
ま
れ　

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ

■
日
時　

５
月
25
日
㈫
・
26
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー　

老
人
憩
い
の
間

＝
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝

♪
音
楽
と　

な
か
よ
し

５
月
25
日
㈫　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

　

木
村
陽
子
さ
ん(

久
賀)

の
ラ
イ
ブ
で
す
。
優
し
い
時
間
を
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
。

♪
お
て
て
と　

な
か
よ
し

　

５
月
26
日
㈬　

午
前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分

　

川
辺
浩
子
先
生
（
柳
井
市
／
Ｒ
Ｔ
Ａ
指
定
ス
ク
ー
ル
「
ひ
な
た
」
主
宰
）
の
フ
ァ
ー
ス
ト
サ
イ

　

ン
体
験
レ
ッ
ス
ン
で
す
。
手
遊
び
や
う
た
を
交
え
て
明
る
く
楽
し
く
行
い
ま
す
。

♪
絵
本
と　

な
か
よ
し

　

５
月
26
日
㈬　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

　

絵
本
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
楽
し
い
お
は
な
し
の

　

時
間
で
す
。

♪
お
も
ち
ゃ
と　

な
か
よ
し

　
　

両
日
と
も
日
本
グ
ッ
ド
ト
イ
委
員
会
の
お
も　

　

ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
金
山
清
さ
ん
が
た
く
さ

　

ん
の
お
も
ち
ゃ
と
い
っ
し
ょ
に
来
て
く
れ
ま
す
。

▼
概
ね
３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
対
象
の
会
で
す
。

申
込
不
要
、
出
入
り
自
由
の
気
軽
な
場
所
で
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
♪

☎７７‐５５０５

５月は『児童福祉月間』
こいのぼりの月間です

　５月の空に元気に泳ぐこいのぼり
には子ども達の健やかな成長を願う
気持ちが込められています。公的機
関でも山口県庁をはじめいろいろな
場所に、願いを込めて掲揚されます。
地域の子どもたちは次代を担う “ 島
の宝 ”、“ みんなの宝 ” です。健やか
な成長を願って、地域社会みんなで
こいのぼりを飾りましょう。

このコーナーは PDF 版では掲載しておりません。


